
● 南島原市議会だより No. 4615

　
【
議
案
第
81
号
】
南
島
原
市

農
業
委
員
会
委
員
及
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定

数
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
　
　
　

名
前
も
制
度
も
変

わ
り
、
仕
事
的
に
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
か
。

　
　
　
　

農
地
等
の
利
用
最

適
化
推
進
が
義
務
と
な
り
、

そ
の
業
務
が
増
え
る
の
で
推

進
委
員
を
投
入
し
カ
バ
ー
す

る
。

　
　
　
　

農
業
委
員
が
19
名

に
減
る
。
区
割
り
は
ど
う
な

る
の
か
。
旧
町
に
最
低
１
人

は
必
要
で
は
。

　
　
　
　

地
域
別
指
定
は
な

い
が
、
各
地
域
等
か
ら
推
薦

　
・
公
募
し
て
頂
き
選
任
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。　
　

　
【
議
案
第
83
号
】
平
成
29
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

　
　
　
　

ア
ナ
グ
マ
捕
獲
報

償
金
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
。

捕
獲
数
と
増
額
の
根
拠
は
。

　
　
　
　

７
月
ま
で
に
70
頭

を
捕
獲
、
既
に
当
初
予
算
で

は
足
り
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
　

今
回
の
災
害
復
旧

の
契
約
は
11
月
・
12
月
に
な

る
と
思
う
。
不
落
等
で
繰
り

越
し
に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、

対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　

入
札
方
法
も
随
契

の
方
向
で
検
討
段
階
で
あ
る
。

不
落
随
契
が
で
き
る
こ
と
が

自
治
法
施
行
令
に
あ
る
の
で
、

契
約
が
早
め
に
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
お
り
、
繰
越
が
な

い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
く
。

　
　
　
　

ア
ナ
グ
マ
も
関
係

自
治
体
と
協
力
し
強
く
補
助

等
を
要
望
し
て
頂
き
た
い
。

随
契
は
先
進
地
の
随
契
要
綱

を
参
考
に
、
工
事
が
早
く
進

む
よ
う
取
り
組
む
べ
き
だ
が
。

　
　
　
　

そ
の
よ
う
な
方
向

で
頑
張
り
た
い
。

　
【
認
定
第
３
号
】
平
成
28
年

度
南
島
原
市
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　

一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
、前
回
10
億
２
，７
０

０
万
円
程
度
、
今
回
は
公
債

費
と
同
額
の
9
億
２
，６
０

０
万
円
、
何
を
根
拠
に
繰
り

入
れ
か
。

　
　
　
　

公
債
費
は
基
準
内

と
基
準
外
の
繰
入
が
あ
る
が
、

不
足
の
と
き
は
基
準
外
と
し

て
繰
り
入
れ
る
。
今
回
28
年

度
繰
上
償
還
が
含
ま
れ
て
お

り
、
実
質
繰
入
金
は
３
億
５
・

６
千
万
円
程
度
で
あ
る
。

　
　
　
　

繰
越
明
許
不
用
額

の
原
因
は
何
か
。

　
　
　
　

27
年
度
か
ら
の
工

事
費
全
額
の
繰
り
越
し
分
で
、

工
事
費
の
執
行
残
で
あ
る
。

　
【
認
定
第
４
号
】
平
成
28
年

度
南
島
原
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

　
　
　
　

下
水
道
工
事
が
終

わ
る
と
繰
入
金
が
減
る
の
か
。

　
　
　
　

借
入
も
据
置
期
間

が
あ
り
、
今
後
償
還
が
大
き

く
な
る
部
分
も
あ
り
、
工
事

負
担
金
が
無
く
な
っ
て
も
繰

入
金
は
変
わ
ら
な
い
と
考
え

る
。

☆
そ
の
他
の
付
託
案
件

　
【
認
定
第
６
号
】
平
成
28
年

度
南
島
原
市
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　

質
疑

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
下
田
利
春
委
員
長
）

議
案
2
件
を
原
案
可
決
、
認
定
３
件
を
認
定

農
林
水
産
・
建
設
委
員
長
報
告

農
林
水
産
・
建
設
委
員
長
報
告

農
林
水
産
・
建
設
委
員
長
報
告

答
弁

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

答
弁

答
弁

平
成
29
年
７
月
５
日
㈬
〜
７
日
㈮

総
務
委
員
会
視
察
研
修
報
告

総
務
委
員
会
視
察
研
修
報
告

総
務
委
員
会
視
察
研
修
報
告

　

静
岡
県
藤
枝
市
・
神
奈
川

県
藤
沢
市
を
視
察
、
研
修

《
藤
枝
市
で
は
、「
６
次
産
業

化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
」
研
修
》

　

藤
枝
市
、
農
協
、
商
工
会
、

商
工
会
議
所
が
平
成
23
年
に

　「
藤
枝
市
農
商
工
連
携
・
６
次

産
業
化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
」
を
設
立
、
会
員
数
１

１
５
会
員

《
目　

的
》

○
農
産
物
の
需
要
の
拡
大
と

産
業
の
振
興
を
図
る

○
新
た
な
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
、

販
路
ブ
ラ
ン
ド
を
創
出
な
ど

《
事
業
の
効
果
》

　

18
の
商
品
を
採
択
し
販
売
。

中
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
な
っ
て
い
る
物
も

あ
る
。

　

農
業
者
の
高
齢
化
、
担
い

手
不
足
に
よ
る
、
耕
作
放
棄

地
が
増
え
る
な
か
で
、
耕
作

放
棄
地
を
利
用
し
た
酒
米
の

原
料
と
な
る
、
米
を
植
え
付

け
る
農
家
が
増
加
し
作
付
け

面
積
も
倍
増
し
て
い
る
。

　

藤
枝
市
は
、
商
品
の
開
発
、

販
売
、
広
報
に
係
る
調
査
・

分
析
に
補
助
金
を
出
し
、
農

産
物
の
需
要
拡
大
、
産
業
の

振
興
を
図
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。

《
藤
沢
市
で
は
、「
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
研
修
》

　

藤
沢
市
で
は
都
市
の
魅
力

や
イ
メ
ー
ジ
を
効
果
的
、
継

続
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
高
め
、
発
展
さ

せ
て
い
く
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

《「
そ
の
結
果
」市
民
に
と
っ

て
の
効
果
と
し
て
》

　

藤
沢
市
の
魅
力
や
価
値
を

大
切
に
思
い
、
高
め
る
気
持

ち
が
生
ま
れ
、
郷
土
愛
が
高

ま
る
。

《
地
域
経
済
に
お
け
る
効
果

と
し
て
》

　

知
名
度
向
上
に
よ
り
、
地

元
産
業
へ
の
信
頼
感
が
高
ま

り
収
益
の
向
上
が
も
た
ら
さ

れ
た
。

《
藤
沢
市
に
と
っ
て
の
効
果

と
し
て
》

　

交
流
・
定
住
人
ロ
の
増
加

や
、
商
店
街
の
活
性
化
、
市

税
収
入
の
増
加
に
繋
が
っ
た
。

　

藤
沢
市
で
は
市
民
を
取
り

込
ん
だ
活
動
を
展
開
し
、
民

間
事
業
者
と
連
携
し
て
い
る
。

南
島
原
市
の
場
合
も
市
民
と

一
緒
に
な
っ
た
事
業
の
展
開

を
い
か
に
行
う
か
が
成
功
の

鍵
に
な
る
も
の
と
思
う
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
南
島

原
市
に
お
い
て
も
参
考
に
す

べ
き
点
が
あ
っ
た
の
で
、
今

後
の
取
り
組
み
に
活
か
し
て

い
き
た
い
。

研修の様子


